
「⼤規模改修」と「全⾯建替え」を⽐較した場合、「全⾯建替え」が優れていると考えられます。
「全⾯建替え」の場合には、省エネルギー技術や最新設備の導⼊、管理⼿法が効率化されること
により維持管理費等の軽減が図られます。また、「⼤規模改修」の場合は 20 年先には建替えの検
討をしなければなりません。以上のことから、⻑期的な視点でみると「全⾯建替え」の優位性が
⾼いと考えられます。 
 

５．現庁舎、現⽂化会館全⾯建替えの⼿法 

現庁舎、現⽂化会館共に全⾯建替えが必要であると考えます。建替えの⼿法には、それぞれ単

独建替えを⾏う⽅法と、合築して建替える⽅法があります。 

 

（1）単独建替えを⾏う場合と合築を⾏う場合の⽐較検証 

 単独建替え 合築（庁舎+⽂化会館機能） 

整備内容 

・現地建替え若しくは、他⽤地に建
替え。 

・後者の場合は、候補地検討に時間
がかかる。 

・新庁舎と⽂化会館機能を複合化 
 

事
業
費 

イニシャル 

コスト⽐率 

建設⼯事費（外構、解体費を含
み、備品・移転費含まず） 
100 

△ 建設⼯事費（外構、解体費を含
み、備品・移転費含まず） 
90〜92.5 
単独建替えに⽐べ 7.5〜10％の
延べ⾯積縮減が可能（設備機械
室、廊下・階段等）。 

〇 

ランニング 

コスト⽐率 

100 △ 70〜80 
エネルギーの削減効果のほか、
維持管理費削減のメリットがあ
る。（2〜3 割程度） 

〇 

起債 市町村役場機能緊急保全事業活
⽤。 

△ 市町村役場機能緊急保全事業の
ほか、複合化事業として交付税
措置が受けられる。 

〇 

機
能
評
価 

市⺠利⽤への

貢献 

それぞれの施設利⽤を⽬的とし
た利⽤者が来訪するのみで現状
とあまり変わらない。 

△ 多様な市⺠利⽤を誘発し、活発
な利⽤状況が期待される。相乗
効果も⾼く、新たな⽂化芸術及
び市⺠サービスの拠点的施設と
なる。 

〇 

延べ⾯積 それぞれの施設に、諸室や共⽤
部、機械室等が必要となる。 

△ ロビーや会議室、各機械室など
を共⽤化することで⾯積効率が
良く、コンパクトな施設計画が
可能。 

〇 

「単独建替え」と「合築」を⽐較した場合、「合築」が優れていると考えられます。「合築」の場
合には、事業費抑制が図られるとともに、新庁舎に市⺠の賑わいや親しみやすさを創出できるも
のと考えられます。 
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